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1. 専門分野 

がん専門医療従事者 

 
2. 対象者 

がん医療に従事する看護師（臨床経験５年以上） 

 
3. 修業年限（期間） 

９月から１２月末とする。但し、希望がある場合は年度内に限り延長することができる。 

 
4. 養成する人材像 

がん患者のＱＯＬの維持・向上の視点に立ち、様々なニーズに答えられるコーディネー 

ターの役割機能を果たすこと。また、退院支援として病院と地域医療のコーディネーショ

ンが出来る人材の育成。 

 
5. 内容・特色 

がん医療に従事する臨床経験５年以上の看護師に対し、がん看護における基礎的知識を習

得するための教育支援をする。特に症状緩和の技術演習として、リンパ浮腫緩和に対する

リンパマッサージの技術習得や、コーディネーションスキルを学ぶための体験学習が充実

している。 

 
6. 到達目標 

1) がん患者の症状マネジメントに必要な知識や技術、病院での入院治療から在宅への療養

生活にスムーズに移行出来るようコーディネートする能力を習得する。 

2) がん医療とその看護、並びに地域連携を推進する基礎的知識を習得し、がん患者に対し

質の高い看護が実践できる。 

 
7. 授業形態 

講義・演習  
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8. 担当教員（専門分野） 

教 授 中島 恵美子 （成人看護学） 

教 授 浅沼  奈美 （精神看護学） 

准教授 加賀谷 聡子 （成人看護学） 

准教授 大金 ひろみ （在宅看護学） 

講 師  量  倫 子 （成人看護学） 

 

 

特別講師 

佐藤佳代子 （学校法人後藤学園附属リンパ浮腫研究所 所長） 

穴田佐和子 (学校法人後藤学園附属リンパ浮腫研究所 研究員 ） 

浦 山 絵 里 （ひとづくり工房 esuco代表 ナースファシリテータ） 

近藤百合子 （社会福祉法人聖ヨハネ会桜町病院聖ヨハネホスピス緩和ケア認定看護師） 

新 田 理 恵 （日本看護協会神戸研修センター がん化学療法看護認定看護師） 

鈴 木 理 恵 （山形大学医学部附属病院 がん看護専門看護師） 

古 瀬 純 司 （杏林大学医学研究科 腫瘍内科学教授） 

窪 田 靖 志 （杏林大学医学研究科 麻酔科学講師） 

坂 元 敦 子 （杏林大学医学部付属病院 がん看護専門看護師） 

正保智恵美 （杏林大学医学部付属病院 がん性疼痛看護認定看護師） 

加 藤 雅 江 （杏林大学医学部付属病院 ソーシャルワーカー） 
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9. コース内容 

1) 講義 （会場：看護医学教育研究棟 ２階２０２講義室） 

回数 開講日 時限 講義テーマ 担当教員 

1 9/20(土) 1・2 ガイダンス 

がん看護の対象となる患者とその家族の理解と

支援方法  

中島 恵美子 

2 9/20(土) 3・4 がん患者の抱えるストレスと危機に対する援助 加賀谷 聡子 

3 9/27(土) 1・2 化学療法を必要とするがん患者の看護 新 田  理 恵 

4 9/27(土) 3－5 放射線療法を必要とするがん患者の看護 鈴 木  理 恵 

5 10/ 9(木) 1・2 がん治療を受ける患者の倫理調整 坂 元  敦 子 

6 10/18(土) 1・2 緩和ケアとは －がん治療における諸症状の緩

和に必要とされる援助－ 
量  倫 子 

7 10/18(土) 3・4 援助関係におけるサイコダイナミックス 浅 沼  奈 美 

8 10/22(水) 1－5 

リンパ浮腫の治療とケア（講義・演習） 

佐藤 佳代子 

9 10/23(木) 1－5 佐藤 佳代子 

穴田 佐和子 10 10/24(金) 1－5 

11 10/25(土) 1・2 緩和ケアチームにおける疼痛管理の実際 窪 田  靖 志 

12 11/ 6(木) 1－5 コーディネーターとは 

円滑なコーディネートの方法 

①コミュニケーションスキル 

②ファシリテーションスキル 

浦 山  絵 里 
13 11/ 7(金) 1－5 

14 11/15(土) ※ がん医療の最前線 －がんの予防と最新治療－ 古 瀬  純 司 

15 11/22(土) 1・2 緩和ケアにおける症状コントロール 正保 智恵美 

16 11/22(土) 3・4 ホスピスにおける緩和ケアと看取り 近藤 百合子 

17 11/29(土)  1・2 退院支援 加 藤  雅 江 

18 11/29(土) 3・4 在宅における緩和ケアと看取り 

在宅療養におけるコーディネーター 

（在宅療養移行時に必要な看護支援） 

大金 ひろみ 

19 12/ 6(土) 1－5 円滑なコーディネートの方法 

①および②についての振り返り 
浦 山  絵 里 

20 12/13(土) 2 事例検討 インテンシブコースまとめ 中島 恵美子 

時間割  1時限  9：10～10：40       4時限 14：50～16：20 

    2時限 10：50～12：20       5時限 16：30～18：00 

       3時限 13：10～14：40         ※  13：00～15：00  
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10. 修了証 

規程コマ数以上受講された方には、本学からの修了証を発行します。 

 
11. 募集について 

希望される方は次の書類を期限までに提出し、手続をしてください。 

1) 特別聴講生願書（インテンシブコース願書） 

2) 写真 1枚（縦 3cm×横 2.4cm）※願書に貼付してください。 

4) 受講料  

5) その他本学が必要とする書類 

 
12. 受講料について 

15,000円（受講コマ数に関わらず一律。演習時の教材費を含む） 

但し、受講にかかわる大学及び大学付属病院までの交通費・宿泊費等は各自負担。 

・受講日初日、看護医学教育研究棟 202講義室にてお支払ください。 

・いったん納入された受講料は理由の如何に係わらず返還しません。 

 
13. 申込先 

   「特別聴講生願書(インテンシブコース願書）」に必要事項をご記入のうえ、 

期日までに杏林大学がんプロ事務局へ持参または、郵送にて提出してください。 

    申込期限：平成 26 年 8 月 25 日（月）   

 
14. お問合せ先  

杏林大学大学院  がんプロ事務局  

〒181‐8611 東京都三鷹市新川 6-20-2  

℡ 0422‐47‐5511（代表）内線 3211  

受付時間： 平日 9：00～17：00   土曜日 9：00～13：00  

E-mail：ganpro@ks.kyorin-u.ac.jp   

HP：http://www.kyorin-u.ac.jp/ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


